
 

  深田保育所改築基本構想 (概要版)  

 

 

 

施工計画 

狭小で限られた敷地のため仮設

園舎を設けるなど保育所運営を

維持しながら建替える必要があ

ります。 

建替え中も保育環境を守りなが

ら、より良い方法で新園舎への建

替えができるように検討を進め

ます。 

給食 

自園調理方式で、食育の視点を

取り入れた給食を提供します。 

地域子育て支援センター「たんぽぽ」 

保育所内にセンターを設置し、保育所を身近に感じてもらい、 

未就園児や保護者が訪れやすい環境で子育て支援を行います。 

 

園庭 

園庭を可能な限り広く確保し、身近に自然

を感じられ、遊具でのびのびと遊べる園庭

を整備します。 

 

保育室 

現在の定員(120 名)を基準に弾力的な受け入れがで

きるようにすると共に、安全・安心な生活ができる環

境、多様な遊びを促す空間を整備します。 

  

建替えに向けた今後のスケジュール 

 

自然に触れ、自然を大切にする 

保育室と園庭の距離が近く、生活や遊

びの中で、樹木や草花、虫などを通し

て自然を感じることができます。ま

た、菜園で野菜を育て、収穫し、食べ

るという経験や生命、自然及び社会の

事象についての興味や関心を育て、そ

れらに対する豊かな心情や思考力を

育みます。 

 

地域・社会とつながる 

人格形成の基礎づくりにある

乳幼児期に人権を尊重する心

を育み、人と関わる力を養うこ

とを大切にしています。地域の

敬老会や文化祭への参加など、

様々な人と関わる中で、自尊感

情と他者への信頼感を育み、人

と関わる力を育てます。 

 

新しい園舎を整備する

にあたり、深田保育所

で培ってきた保育のあ

り方を振り返り、今の

時代にあった保育所に

なると共に、将来を見

据えたものとするた

め、職員アンケートや

ワークショップを行

い、課題や大切にして

いることを整理しまし

た。 

 

施設の老朽化 

雨漏りや建具の傾きなど建物の不具合 

水回りなど設備の不具合 

修繕の増加 など 

今後、保護者や地域

説明会等を設け、ご

意見を伺い、より良

い保育所となるよ

う、さらなる検討を

進めます。 

深田保育所が大切にしていること 

絵本とつながる 

絵本が好きな子に育ってほしい

という思いで保育の中に絵本を

取り入れています。「年長ふれあ

いの夕べ」では地域と協力・交流

しながら園児に絵本を取り入れ

た遊びを通して、豊かな感情や

表現力を育み、想像力の芽生え

や自己肯定感を培います。 

 

社会的ニーズや環境の変化 

段差があるなどバリアフリーに対応できていない 

多目的トイレがない 

送迎時の駐車・駐輪スペースの不足 など 

深田保育所は地域の願いの

もと、昭和 51年に開設され

た保育所です。地域とのつな

がりを大切にし、地域に根差

した保育所として50年近く

たちました。この間も耐震化

工事や修繕を繰り返してき

ましたが、老朽化による不具

合が散見され、課題となって

います。そこで建替え等の検

討を行いました。 

 

園舎 

保育室と園庭の距離の近さを考慮し

た園舎配置とします。 

送迎時の混雑を緩和する対策とし

て、駐車・駐輪スペースの増設を検

討し、周辺の生活環境に配慮します。 

新園舎の施設・機能 

 

(※)都市公園法による外的制約：①深田公園(約 2,400 ㎡)の 30％(約 720 ㎡)まで保育所として占用可能だが、狭小のため園舎の建築は困難  ②深田公園と同規模面積の代替敷地があれば、公園の全面積が占用可能だが、近隣にないため困難 

はじめに 

整備スケジュール 

令和 6 年度に基本構想

(設計要件)策定、令和 7

年度から設計を始め、令

和 9 年度頃から工事を

行い、令和 12 年度頃の

完成をめざします。 

 

現状の課題 

全案共通で、駐車スペースは 3 台程度を想定しています 
基本構想プラン比較表 

 

「現状の課題」「深田保育

所が大切にしていること」

に沿って、新園舎の施設・

機能に必要と考えられる

事項を整理しました。 

これらの方針を元に、今

後、より具体的に設計を進

めていきます。 


